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吉
海

直
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同
志
社
女
子
大
学

表
象
文
化
学
部

日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

誓
願
寺
縁
起
と

和
泉
式
部

総
本
山 

誓
願
寺

浄
土
宗
西
山
深
草
派

京
都
市
中
京
区
新
京
極
六
角

電
話
／
〇
七
五（
二
二
一
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九
五
八
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あ
な
た
も
「
謡
い
」「
仕
舞
」
の
お
稽
古
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

京
都
・
誓
願
寺
で
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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誓
願
寺
（
芸
道
上
達
祈
願
扇
塚
）

電
話 

0
7
5-

2
2
1-

0
9
5
8

足
袋
（
ソ
ッ
ク
ス
で
も
可 

扇
は
お
貸
し
し
ま
す
）

金
剛
流
能
楽
師 

今
井
克
紀
重
要
無
形
文
化
財

総
合
認
定
保
持
者

め
た
の
人
の
て
め
じ
は

の
能
教室

第 92 回

流
剛
金

 

今
井

紀
克

Noh Workshop

画
・
中
川
学

和
泉
式
部

総
本
山 

誓
願
寺

浄
土
宗
西
山
深
草
派

京
都
市
中
京
区
新
京
極
六
角

電
話
／
〇
七
五（
二
二
一
）〇
九
五
八

昭
和
十
八
年
生
ま
れ
。金
剛
流
職
分
。江
戸
時
代
後
期
・
文
化
年
間

（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
八
）か
ら
続
き
、二
代
目
が
京
都
よ
り
大
阪

阿
波
座
に
居
を
移
し
、四
国
阿
波
藩
お
抱
え
能
役
者
と
し
て
赴
任

し
て
い
た
現
存
の
金
剛
流
で
最
も
古
い
職
分
家（
し
ょ
く
ぶ
ん
け
）

で
あ
る
今
井
家
の
六
代
目
当
主
。昭
和
六
十
一
年
文
部
省
重
要

無
形
文
化
財
総
合
指
定
を
受
け
る
。「
日
本
能
楽
会
会
員
」。

平
成
九
年
度
京
都
府
文
化
賞
功
労
賞
受
賞
。

平
成
十
六
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
。

元
金
剛
会
理
事
長
。　

和
泉
式
部
の
霊

今
井

清
隆

い

ま

　
い

　

　
き

よ

た

か

　
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
総
本
山
誓
願
寺
は
、
千

三
百
五
十
年
余
の
歴
史
が
あ
り
、
古
く
か
ら
庶
民

の
寺
、
芸
道
上
達
の
寺
、
念
仏
道
場
、
そ
し
て
女

人
往
生
の
寺
と
し
て
多
く
の
方
に
ご
参
詣
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
、
情
熱
の
歌
人
と
い
わ
れ
た
和
泉
式

部
が
娘
に
先
立
た
れ
た
悲
し
み
か
ら
各
地
を
遍
歴

の
後
、
当
寺
に
て
念
仏
を
唱
え
極
楽
往
生
さ
れ
た

和
泉
式
部
を
偲
び
、
今
年
も
和
泉
式
部
忌
を
お
勤

め
し
、謡
曲
「
誓
願
寺
」
を
奉
納
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
謡
曲
「
誓
願
寺
」
は
和
泉
式
部
が
、時
宗
の

開
祖
一
遍
上
人
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
額
を

お
願
い
し
、
喜
び
の
あ
ま
り
歌
舞
の
菩
薩
と
な
っ

て
現
れ
、
お
念
仏
の
功
徳
を
説
き
奏
し
た
曲
で
す
。

　
皆
様
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
一
遍
上
人
が
熊
野
権
現
に
参
籠
し
、「《
南
無
阿

弥
陀
仏
決
定
往
生
六
十
万
人
》
の
札
を
弘
め
よ
」

と
の
霊
夢
を
見
る
。

　
都
へ
上
が
り
念
仏
の
大
道
場
、
誓
願
寺
で
御
札

を
配
っ
て
い
る
と
一
人
の
女
性
が
御
札
の
言
葉
を

見
て
、「
六
十
万
人
よ
り
外
は
往
生
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
」
と
問
う
。

　
上
人
は
、「
こ
れ
は
霊
夢
の
六
字
名
号
一
遍
法
、

十
界
依
正
一
遍
体
、
万
行
離
念
一
遍
証
、
人
中
上
々

妙
好
華
の
四
句
の
上
の
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、

《
南
無
阿
弥
陀
仏
》
と
さ
え
唱
え
れ
ば
誰
も
が
必

ず
往
生
で
き
る
」
と
説
く
。

　
す
る
と
女
性
は
有
難
が
り
、「
本
堂
の
《
誓
願
寺
》

の
寺
額
に
替
え
、
上
人
の
手
で
《
南
無
阿
弥
陀
仏
》

の
六
字
の
名
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
ご

本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
お
告
げ
で
す
。
私
は
あ
の
石

塔
に
住
む
者
で
す
。」
と
、
近
く
の
和
泉
式
部
の
お

墓
に
姿
を
消
す
。

　
一
遍
上
人
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
書

い
て
本
堂
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
良
い
香
り
が
し
、
花
が
降
り
、
快
い
音
楽
が
聞

こ
え
、
瑞
雲
に
立
た
れ
た
阿
弥
陀
如
来
と
二
十
五

菩
薩
と
共
に
歌
舞
の
菩
薩
と
な
っ
た
和
泉
式
部
が

現
れ
る
。

　
誓
願
寺
が
天
智
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
縁
起
が
語
ら
れ
、
阿
弥
陀
如
来
が
西
方
浄
土

よ
り
誓
願
寺
に
来
迎
さ
れ
る
模
様
な
ど
を
描
く
荘

厳
優
美
な
舞
が
舞
わ
れ
、
最
後
は
菩
薩
聖
衆
み
な

一
同
に
本
堂
の
六
字
の
額
に
合
掌
礼
拝
す
る
の
で

あ
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
生
ま
れ
。能
楽
師
。今
井
清
隆
の
長
男
。金
剛
流

今
井
家
の
七
代
目
。平
成
十
七
年
四
月
よ
り
「
金
剛
流 

今
井
克
紀 

誓
願
寺
で
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
継
続
開
講
中
。平
成
二
十
六

年
文
部
科
学
省
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
を
受
け
る
。

「
日
本
能
楽
会
会
員
」金
剛
会
常
務
理
事
。

（
公
社
）能
楽
協
会
、（
一
社
）京
都
能
楽
会
会
員
。

一
遍
上
人

今
井

克
紀

い

ま

　
い

　

　
か

つ

の

り

京
阪
電
車
　
三
条
駅
下
車
6
番
出
口
よ
り
三
条
大 

　
　
　
　
　
橋
を
渡
り
三
条
通
を
西
へ
、新
京
極
通

　
　
　
　
　
を
南
へ
徒
歩
約
5
分

阪
急
電
車
　
河
原
町
駅
下
車
9
番
出
口
よ
り

　
　
　
　
　
新
京
極
通
を
北
へ
徒
歩
約
10
分

■ 

誓
願
寺
へ
お
越
し
に
な
る
に
は

【
謡
曲
「
誓
願
寺
」】

【
和
泉
式
部
忌
】

吉
海

直
人

昭
和
五
十
二
年
、國
學
院
大
學
文
学
部
卒
業
。昭
和
五
十
七
年
、

國
學
院
大
學
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士
（
文
学
）。平
成

元
年
、同
志
社
女
子
大
学
専
任
講
師
。平
成
十
年
よ
り
教
授
、現
在
に

至
る
。平
成
二
十
四
年
よ
り
公
益
財
団
法
人
小
倉
百
人
一
首
文
化

財
団
理
事
（
時
雨
殿
館
長
）を
兼
ね
る
。専
門
は
平
安
朝
文
学
の

研
究
（
特
に
『
源
氏
物
語
』と
『
百
人
一
首
』）。

著
書
に
『
垣
間
見
る
源
氏
物
語
』（
笠
間
書
院
）、『
源
氏
物
語
の

乳
母
学
』（
世
界
思
想
社
）、『
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
百
人
一
首
』

（
ち
く
ま
文
庫
）、『
百
人
一
首
で
読
む
平
安
時
代
』（
角
川
選
書
）な

ど
が
あ
る
。

〈
講
演
〉

同
志
社
女
子
大
学

表
象
文
化
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
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